第１３回大阪府新公会計制度アドバイザー会議　議事要旨
日　時：平成２２年７月１５日（木）１４時から１６時３０分
場　所：新別館北館５階　共用会議室４
出席者：新公会計制度アドバイザー（小幡寛子氏、清水涼子氏）

会計局長ほか、新公会計制度グループ員７名

【財務諸表作成基準について】

アドバイザーの主な意見
· 引当金明細表当期減少額については、「目的」（本来の目的に従って充当）と「その他」（不要になった場合の取崩など本来の目的以外）に区分していただきたい。

· 売却可能な（予定）固定資産が何なのか、府の定義を明確にする必要がある。また、勘定科目ではないので、附属明細表では貸借対照表との関係を明示するべき。

【棚卸資産について】
アドバイザーの主な意見
· 棚卸資産の評価基準については、実態を踏まえた上で決めていただきたい。

· 未成土地勘定に計上されているものをはじめとして、開始時の評価額の算定方法を確認させていただきたい。

【固定資産の計上基準について】
アドバイザーの主な意見
· 固定資産の取得原価に含める付随費用の項目は、企業会計と同じ考え方で了解。

【評価性引当金の算定について】
· アドバイザーの主な意見
· 不納欠損引当金は過去３か年の不納欠損実績率で算定し、貸倒引当金は貸付先や債権の分類に応じた算定方法を用いるという内容で了解。

· 対象となる貸付金残高については、会計基準で一定の金額以上のものを対象として、状況に応じてその金額を見直すことを検討。

【大阪府の新公会計制度報告書について】
アドバイザーの主な意見
· 「セグメント」という表現は、細分化された組織別の情報というよりも、「政策別」などもう少し大きな意味で使っていただきたい。

· 目次にもある各タイトル（表題）を見ただけで、何が書いてあるかを分かるようにしていただきたい。

· ＰＦＩ実施の際のＶＦＭの検証をするには、新公会計制度が非常に役立つということを盛り込むことを検討いただきたい。

· 一般論を言っているのか、大阪府がこれから取り組むことを言っているのかが不明確な部分があり、大阪府のことをもっと強調していただきたい。

【その他（資産の範囲）について】
アドバイザーの主な意見
· 以前説明のあった国道の指定区間外や一級、二級の河川を資産として計上する場合の考え方を整理していただきたい。

PAGE  
1

